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路指導が求められるためである。 






























































表 1 「職業指導」の授業の流れ 
第 1 回 進め方と講義概要，成績評価法，演習「協議・発表⇒レポート」の説明 
第 2 回 職業指導の成立 
第 3 回 協議と発表（1-1）「働き方と人間～現状の認識から問題を探る（アクティブ・ラーニン
グ）」 
第 4 回 現代における職業指導の役割と課題 
第 5 回 目指すべき職業指導の視点－学校の役割と責任－ 
第 6 回 高校生の進路とその背景 
第 7 回 高校生の就職状況と高等学校における就職指導システム 
第 8 回 高校生の進学ルート 
第 9 回 協議と発表（1-2）「働き方と人間～問題の認識から課題を設定する（アクティブ・ラー
ニング）」 
第 10 回 職業指導の実務と学校進路指導 
第 11回 進路保障をめぐる諸問題 
第 12 回 職業学科における職業指導 
第 13 回 商業高校における進路指導－商業教育と進路指導－ 
第 14 回 協議と発表（1-3）「働き方と人間～課題解決に向けて（アクティブ・ラーニング）」 
第 15 回 商業教育とキャリア教育 
第 16 回 インターンシップと職業指導 
第 17 回 職業指導を国際的視野から考える 
第 18 回 協議と発表（2）「職業指導における教師の役割と責任について」 
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第 20 回 ハンディのある青年の進路保障 
第 21 回 キャリア教育と教育の職業的意義－「教育の職業的意義」の必要性を考える－ 
第 22 回 就業形態の多様化と学校教育－若者のワークスタイルを考える－ 
第 23 回 労働市場の現状と教育に求められるもの 
第 24 回 協議と発表（3）「商業高校における職業指導の今日的諸課題について」 
第 25 回 効果的な職業指導とは 
第 26 回 教育の職業的意義の構築－「戦後日本型循環モデル」の問題性と崩壊を受けて－ 
第 27 回 生涯学習高学歴社会と自己学習力；労働時間短縮と余暇 
第 28 回 情報技術を援用した企業教育；情報産業における職制と職種 
第 29 回 協議と発表（4）「ブラック企業と職業指導について」 



























改訂時の 1989年頃から就職者は減少し始め，その 10 年後の改訂時には進学者数が就職者数 
 









 商業高校で生徒が学ぶ専門教科「商業」の内容は，2009（平成 21）年 3月告示の現行学習 
指導要領のもとでは，20科目あり，それらはマーケティング分野，ビジネス経済分野，会計 











































































  ②子供たちが生涯にわたって学び続けるようにするためには，教育関係者自らもアクテ 
ィブ・ラーナーであることが求められる，という点である。 

























 実際の授業では「協議と発表」の時間を，前期 3 回，後期 3回組んでいるが，本稿では， 
前期 3回分に焦点を当てて論じる。そのテーマを「働き方と人間」とし，全 3 回を 1か月程 
度の間隔を置きながら実施した。これは，図書館や ICT の活用に十分な時間を確保するた
めである。各回のテーマは次の通りである。 
 第3回目授業 ：協議と発表」(1-1)「働き方と人間～現状の認識から問題を探る～」 
 第9回目授業 ：協議と発表」(1-2)「働き方と人間～問題の認識から課題を設定する～」 
 第14回目授業：協議と発表」(1-3)「働き方と人間～課題解決に向けて～」 
 まず第3回目授業では，基礎資料として 2016 年に朝日新聞にシリーズで掲載された「働 
き方改革」等の記事をコピーしたものを学生に提示し，次の３つの観点について協議し論点 
整理を行わせた。 
 １ わが国の労働実態―資料の分析から― 
   ここでは，学生に，「今回は，配付資料に基づいて検討すること。次回からは自分で
も資料を集めてくること。また，明確な根拠のない考えは排除すること」という指示
を与えた。 
 ２ 実態を整理・分析して現状をどのように認識するか 
 ３ 現状に対する問題を探る 
 
 「１ わが国の労働実態―資料の分析から―」については，資料を正確に読み，その趣旨 
を的確に掴み，整理することを狙いとした。 
受講生から 1 週間後にＥメールで送信されてきた報告書を見ると，概ね目標を達成してい 
る。 

















次に第 9 回目授業 では，「働き方と人間～問題の認識から課題を設定する～」をテーマに 
掲げ，次の 2 つの観点について協議し論点整理を行わせた。 
 １ 現状に対する問題とその根拠を確認する 













ーマに掲げ，次の 2 つの観点について協議し論点整理を行わせた。 
 １ 前回設定した課題及びその理由を再確認する 

























 2017（平成 29）年度教職科目「職業指導」[9]の受講生は 2 名であったが，アクティブ・ラ
ーニングの取り組みについて考察するため，図 1のアンケートを受講生に依頼した。 
 









「事後アンケート」2017（平成２９）前期   ☞メールで送ってください 
テーマ：働き方と人間（アクティブ・ラーニング）                                               
                                                           
【質問１】本講義での３回にわたるアクティブ・ラーニングの取組みを通して，あなたはアクティ 
ブ・ラーニングとはどのようなものであると理解しましたか。 
  【質問２】これからの若者たちには広くわが国社会や海外で活躍することが期待されているが，教 
育でどのような資質・能力を育成することが重要だと，あなたは思いますか。 
       個別の知識・技能   思考力・判断力・表現力     
主体性・多様性・協働性（学びに向かう力，人間性など） 









     (1) 事前の感想 
     (2) 事後の感想 
【質問６】配付した資料は参考になりましたか 
      大いになった   ある程度なった   ならなかった 
【質問７】自分で資料を集めることに関して 
自分でも集めた   集めなかった 








    必要と思う     必要とは思わない 
なぜそう思いますか ➡ 
実施するとしたらどのような点が難しいと考えられますか 
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